


















Inside and Outside Narrative Space of Early Childhood Care and 
Education in “Picture Books, Stories, and So on”１）
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する達成度についての評定によって捉えるものではないことに留意すること



















語など」は “picture books and stories” と訳されている（Ministry of Education, Culture, Sports, 
Science and Technology “Course of study for Kindergarten”, 2008.）。一方で，「など」が持つ
含みが十分に英訳に反映されていないのではないか，という考え方も成り立つ。本稿では特に






































Comprehension: A paradigm for cognition. Cambridge University Press, 1998）。キンチは多岐に
わたる心的表象を階層的に整理・定義している。まず最も基本的な階層が手続き的ないし知覚
的な表象であり，アフォーダンスなどの生得的なシステムを広く含む。これは最も具体性が高
く，環境と直接結びついた表象である。次の階層に属すのがエピソード記憶表象である。これ
は経験された出来事から作られる心的表象であり，環境に対する行為を導き，環境の変化を予
測するために用いられる。次の階層がイメージや行為などの意図的に用いることができる非言
語的な表象で，主としてコミュニケーションの手段に用いられる。そして最も高次な心的表象
が環境からの独立性が高い２層の言語的な心的表象であり，言語的な物語表象と言語的な抽象
的表象である。前者には，意味記憶や命題的記憶，談話の理解，分析的思考，帰納，検証，隠
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喩などが含まれ，後者には数学的記号や論理的記号，アナロジーなどが含まれる。このように
心的表象は低次な知覚的表象から記憶表象，複数の言語的な表象にわたる概念である。本稿で
対象とする「絵本やも物語等」の理解には，全ての段階が関わると考えられるため，これらの
総称として心的表象という語を用いる。
17） ピアジェの認知発達理論における「操作」と同一の意味である。
18） 谷川俊太郎（作），元永定正（絵）．『もこ　もこもこ』文研出版，1977．
19） 厳密にはそうした物語空間のほとんどがソトに展開する読み方「も」できる，というべきであ
って，より成長した子どもや大人が，『もこ　もこもこ』の物語空間をウチに豊かに展開する
読みは十分に成立しうる。
20） 強いて言うならば説明の部分がその内容によってはウチに展開する要素になると言えるが，そ
こを飛ばして読む，という形も子どもの場合多くある点にも留意したい。
21） 保育・教育における映像の利用については議論もあるが，それは本稿の趣旨ではないため，あ
くまで物語空間の展開の程度に絞って論じる。
22） 保育指針解説では「幼児」が「子ども」に，教育・保育要領解説では「園児」になっているが
内容は共通である。
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